
■願いと諦め■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 294号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：角川ランド訪問記  

 

12/13今月の名栗の森オーナーシップの例会は、忘年会を兼ねて昼飲み忘年会。 

コロナの中、9月にオープンしたメンバー四谷さんのお店にお邪魔しました。 

西所沢駅前のイタリアンダイニング「リアン」、おすすめですので、よろしく！ 

https://www.lien7447.com/ 

でも、今日の本題は別の話。 

久しぶりの電車移動ということで、どこか面白い寄り道スポットがないかと調べたら、今話題のところざわサク

ラタウンが近くの東所沢にあると知り、早速行ってみることにしました。 

https://tokorozawa-sakuratown.jp/ 

・ 

宣伝文句によれば、2020年 11月 6 日（金）埼玉県所沢市に全館グランドオープンした「ところざわサクラタウ

ン」には、図書館、美術館、博物館が融合した「角川武蔵野ミュージアム」をはじめ、イベントスペースやホテ

ル、ショップ、レストラン、神社など、さまざまな施設が揃っていて、日本のポップカルチャーの魅力を全世界

に発信していく、大型の複合施設だとのことです。 

でも正直言って、なぜいきなりこんな郊外にそんなものを作ったのか・・・と違和感満載でした。 

でも実際に行ってみると、僕は 2つの意味ですごく納得しました。 

・ 

まず一つ目は、角川文庫が取り組んできた「ライトノベル」を知ったこと。 

この日、ミュージアムではイベントが開催され、松岡正剛や隈研吾が建物の前で語り合い、施設の一部しか見る

ことができませんでしたが、一番入場料の安い「マンガ・ラノベ図書館」に入った時、僕は初めて「ライトノベ

ル」という言葉の意味を知りました。 

簡単に言えば、純文学がクラシック音楽なら、ライトノベルはポップスです。 

夏目漱石はベートーベンのように偉大かもしれませんが、世界を動かしているのはビートルズやマイケルジャク

ソンかもしれません。 



こうした若者の生きた文化が、アニメや映画に展開した全体が日本のポップカルチャーであり、角川書店がそれ

を担っていたことに異論はありません。 

・ 

そしてもう一つは、その角川書店が自社の持つ世界観を盛り込んだ施設を作り、そこに本社を置いたこと。 

だから僕は、この施設をあえて「角川ランド」と呼びました。 

ここが便利でいいところだから施設を作ったのでなく、ここにこの施設を作ることで「アニメの聖地」を目指し

ています。 

僕が取り組む国づくりとは、まさにこう言う考え方です。 

大きな企業が国づくりに挑む事例として、僕はこのプロジェクトに賛同し、検討を祈りたいと思います。 

 

2. ブログから：願いと諦め 

 

夢という言葉には、二つの意味があるようだ。 

一つは「叶えたいと願うこと」、そしてもう一つは「叶わないと諦めること」。 

勘違いしないで欲しい。 

決してこれは、「夢」を「叶う夢」と「叶わない夢」に分類しているのではない。 

僕は「夢そのもの」でなく、夢を「願いと考える人」と、「諦めと考える人」の、「考え方」を分類している。 

そもそも夢を、叶うか叶わないかで分類することには、あまり意味がない。 

例えば「月に行きたい」と願うことは、昔はできもしないたわごとだったが、1969年 7 月 16 日アポロ 11 号に

よって実現された。 

これは決して「月に行く」という夢が、できない夢からできる夢に「変化した」のでなく、「月に行く」という夢

を諦めずに叶えようと「考えを変えた」からだ、と僕は思う。 

・ 

先日僕は、日本の医療は病気を治すことばかり考えて、減らす努力が足りないと論じた。 

欧米の先進諸国では、医療は治療と予防の両輪で成り立っているのに、日本では治療医学に偏っている。 

国民の健康を守るため、病気を治療することも大事だが、そもそも病気を予防することだって大切だ。 

なぜ日本では、誰もが治療医学に依存するのかを、「夢」つまり「願いと諦め」を使って考える 

何を目指しているのか、何を諦めているのか。 

「どんな病気になっても治せる」という願いに対し、「病気を治さずには生きてはいけない」という諦めがあると

すれば、願いと諦めが対になって、確信に変わっているのかもしれない。 

・ 

だが、この「夢と諦め」には不備がある。 

確かに治療もせずに全ての病気を治すのは無理だと思うが、この夢には「もしも病気になったら」という仮定が

抜けている。 

病気にならなければ、そもそも治療の必要すらない。 

だから、治療の夢は、病気になった場合という条件付きの夢のはず。 

すでに病気になっている人なら、治療で病気を治したいと願うのは当然だ。 

だが、病気になる前の健康な人が、果たして病気になることを願うだろうか。 

むしろ病気になりたくないという夢を諦めるのでなく、病気になることを諦めたらどうだろう。 

・ 

今、新型コロナウィルスの感染拡大で盛んに議論されている「医療崩壊」とは、医療機関がパンクして、感染以

外の診療も受けられなくなることを指す。 



これはつまり、「病気になること」自体を諦めなければならなくなることを意味している。 

医療崩壊を克服するためには、医療を拡充するしかないという思い込みが蔓延しているようだが、病人を受け入

れる側だけでなく、病人になる側のことも考えなくては片手落ちだ。 

だから僕は、先日のブログで「生活習慣病を診療対象から外すこと」を提案した。 

これに対し、いくつかの反論をいただいたのだが、おかげで僕は気が付いた。 

日本の医療はこれから崩壊するのでなく、すでに崩壊しているのだと。 

・ 

日本の医療は、すべての人のためでなく、病気になった人のためにある。 

全ての人が健康診断で病気を探し、病人になることで治療するのは、この制度をすべての人に適用するための苦

肉の策に思えてきた。 

生活習慣病とは、それ自体でなくそれが病気を誘発する症状を、病気としている。 

かつて成人病と呼ばれたその病気たちは、老いが原因となることで、「老いという病気」を生み出した。 

やがてそれが「老い」でなく「生活習慣」によるものだと考えられるようになって。名称が変化したのだが、だ

とすれば「不健康な生活習慣」を病気にしているにすぎない。 

気が付いてみれば、「禁煙外来」は喫煙を病気にしたり、カジノをギャンブル依存症で問題視している。 

・ 

だが、ギャンブルや喫煙、飲酒は病気なのか。 

肥満や運動不足、偏食や体色は病気なのか。 

あえて言おう、老いや死は、忌み嫌うべき病気なのか？ 

これらはすべて、治療すべき病気でなく、元気に生きるための注意（予防）事項というべきだ。 

誰もが病気になる社会を夢見る人はいないと思うが、多くの人が想定しているのは間違いない。 

この想定こそが「願い」であり、想定を超えることが諦めを意味している。 

15mの津波を想定するのは、15mまでの津波に耐えることを願い、15m以上を諦めることだ。 

・ 

そこで、医療崩壊をどのように想定するのかが重要だ。 

まだ崩壊していないと主張する政府に対し、現場が悲鳴を上げるのは崩壊の基準が違うから。 

これ以上悪い想定をするのはやめ、すでに破綻していると考えよう。 

破綻のレベルを下げ、もっと早めに諦めることが必要だ。 

だが諦めとは、そのまま放置するのでなく、違う夢を探ること。 

一部の医療を諦めるのは、それらを予防に切り替えることを意味している。 

夢の実現を願うのはその実現に取り組むためで、諦めるのは実現できる夢を探すため。 

まず、糖尿病や高血圧を病気として治療することを諦めて、それらが誘発する病気を防ぐことを夢見るように切

り替えたい。 

 

http://nanoni.co.jp/20201214/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

今週は水・金・月空いてます。 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 



○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）12/15 ■○いづみ作業日 14-21時 

 09-11時 いづみMTG（反町） 

11-17時 ★アントレハウスいづみ（反町） 

（水）12/16 ■◎なのに作業日 09-21時 

13-15時 △HFA定例会議（渋谷・リモート） 

（木）12/17 ■○笑恵館作業日 09-19時 

 13-20時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

（金）12/18 ■◎なのに作業日 09-21時 

（土）12/19 ■○笑恵館作業日 09-17時 

   10-17時 ★アントレハウス笑恵館 

（日）12/20 ■◎なのに作業日 19-21時 

（月）12/21 ■◎休業日 

 

■その後の予定 

12/22 09-19時 △アントレハウスいづみ（反町） 

12/24 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

01/08 20-21時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

01/14 14-16時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

01/14 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

01/14 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

01/20 13-16時 △松本国際高校 評議員会（松本） 

01/21 13-20時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

01/24 10-14時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 1月例会（飯能） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 



〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


